















































~齢において有意に減少していた。 in situ hybridization法による脳各部位での検討では、 EL[s]群の副
m皮質と海馬CAt領域におけるGi¥TlrnR)Jj¥光現量がddYマウスに比して24週齢において匂意に低下して
いたu 上丘ー でのGAT4m代N八発現量はELlsJ群が4週齢においてddY群に比し低下しており、 12週齢でそ
の他の2群に比し増加し、 24週齢では再び減少していた。橋核で‘のGAT4mRNA発現は ELlsJ群が12週
齢において他の2群に比し増加し、 24週齢では減少していた。
以上の結果から頭頂皮質と海馬でのGAT1mRNA発現の減少はELマウスの発作間値の低下と発作感受
性の増加と関連している可能性が示唆された。また上丘と橋核でのGAT1mR;¥，i¥発現の増加と減少がみら
れたことは、これらもてんかん発作においである役割を果たしている可能'怖が示唆された。
以上の研究は、 ELマワスにおける煙草発作の発現と発作闘仰の低ドにおけるGATIとGA'川の関与を示
唆したものであり、今後この領域の研究に寄与する点は少なくないと考えられる。よって本研究者は悼士
(疾学)の学伎を授与されるに柿するものと判定された。
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